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牛後7時-9時

場 所 長岡市健醸センタ-

症 例 棉 討

1~)トロツプ T未が診断に役立った.急性心筋 炎

の----･例

土田 桂蔵路 野望警警環餅 )

斉藤 淳子(
立 川 綜 合
循環器内科 病 院)

15分で結果の出る簡便な検査である トロ ツプ T@が

急性心筋炎の診断のきっかけになり,風邪の初診か ら早

期診断できて同日入院 して救命できた症例を里示 した.

症例は42歳男性.風邪で初診 (主訴は39℃の発熱 ･頭

痛 8喉の熱い感 じ.胸部症状 な し).心聴診 :収縮性雑

音2/6 (musicaH あ り (今までに指摘なし).心電図 :

Il･IIl･;l＼'Fで ST十.杵と石軸,酎;･-..トu･LIブ rll'11が

陽性 (15分で結果),胸部 Ⅹ線 :心拡太なし ｡肺 うっ血

なし,

血液至急検査 (数時間後に結果) で は,CPK355,

CRP2.3.G(〕T256,し'TPT267.:ll_,I)3L15.Ll.)lI甜9,

7,GTPL)i)9.WBeJGOO.ESR211llllら1hl亘 心エニト :

心筋肥厚 .収縮低下 ･心のう液貯留.以上 より急性心筋

炎 と診断 して,同日夕方に立川綜合病院に紹介 して緊急

入院.す ぐ心力テ ･IABP･一時的ペースメーカー 書心

の う ドレ- ン挿入.順調 に回復 して 1ケ月後 に退 院 .

(冠動娩造影は正常で,心筋生検で典型的な急性心筋炎

の所.且l.

以上,15分で結果の出る簡便 な検査である トロツプ

T⑧は,風邪か ら急性心筋炎を診断するのに大変有用 と

思われる.

4且9

21川崎病 後遺症の冠動脈狭窄に対し.PT(｢A

を施 行 した 2症例
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立川綜合病院
循環器内科

川崎病は乳幼児期に盤ずる熱性,発疹性疾患で特 に問

題 となるのは冠状動腕障害である,今回我利 ま冠動腺痛

病変が虚血を認めた患者 に PTCA を施行 した 2症例

を報告する.症例1:17歳男性 . 3歳時川崎病 と診断.

CAG で LAD#6に冠動朕境 を認めた.HIO.ll.8突

然の胸痛生 じ AMIの診断で緊急 CAG 施行.LAD#

6完全閉塞.同部位に PTCA施行.急性期 は残存狭窄

75%であったが慢性期 には50%に改善.ⅠVUSで も内

腔は保たれ高度石灰化はな しキ症例 2:且7歳男性 .5歳

時川崎病 と診断.CAG で RCA#2,着3,LAD#6

に冠動脈痛を認めた.外来経過観察中,負荷心筋 シンチ

で後下壁 に虚血 を認め入 院 .RCA者2,#3に射 し

PTCA を施行,75%が50%となるが了空蔓性期は RCA#

2ほ75%再狭窄｡ⅠVUSでは冠動腺痛 を含め金閣性 に著

名な石灰化を認めた.石灰化病変を伴 う冠動脈癖は工夫

が必要である.

3)綬榛骨 動 娩診 断 カ テ ー テ ルの経験につ いて

佐伯 牧彦 ･桑原 浩(
厚生連長岡中央
綜合病院内科

小玉 誠 (雷一驚科大 学 )

高齢者の急性心筋梗塞は,悪い予後 と長期入院による

ぼけが問題である.高齢者の狭心症は QOL の低下 と

薬剤耐性の低 さが問題 として挙げられる.両者に対す る

解決法 としては,年齢の適応 を拡大 した積極的な再潅流

療法ない し血行再建 もひとつ として挙げられよう.

我利 ま,高齢者に対する再濃流療法ない し血行再建の

際問題 となる拘束症候群 (oわゆる ⅠCU 症候群)に対

する一つの解決策 として経榛骨動脈 インターベ ンション

(TR王)に注 目し その前段階として平成 9年 8月よ り

綬棟骨動脈診断カテ-テルを施行 してきた.

初期には手技 自体 も椎紙で道具 もいろいろと変更 した

が,凝近ほほほ満足がゆ くシステムができた.昨年 よ り

虚血以外にも適応を増や しチ冠撃鮪の誘発が必要な狭心

症例,心筋生検が必要な心筋疾患症例および透析症例 を

除 くすべての患者に行っている一本 日ほいままでの症例


